
 

  

  

平成 31 年 3 月 8 日 

東 北 地 方 整 備 局 

「かわまちづくり支援制度」へ新たに３箇所が登録 
～まちと水辺が融合した良好な空間形成（かわまちづくり）を推進～ 

 
東北地方整備局管内において、本日、新たに、３箇所が「かわまちづくり支援制度」に登

録され、かわまちづくりは、合計２３箇所になりました。 

「かわまちづくり支援制度」への登録により、河川管理者が「まちづくり」の取組みを支

援し、河川空間とまち空間が融合した良好な空間形成を目指します。 

良好な空間形成を活かした賑わい創出や観光・交流拠点の回遊性を高め、地域の魅力向上、

地域活性化にも繋がっていきます。 

◆平成 30 年度東北地方整備局管内「かわまちづくり支援制度」登録箇所 

《 かわまちづくり 》 

“かわまちづくり”とは、地域が持つ「資源」や地域の創意に富んだ「知恵」を活かし、地域活性化
や観光振興などを目的に、市町村や民間事業者、地域住民等と河川管理者が各々の取組みを連携するこ
とにより「河川空間」と「まち空間」が融合した良好な空間を形成し、河川空間を活かして地域の賑わ
い創出を目指す取組です。 

国土交通省では、“かわまちづくり”を促進するため、平成２１年度より「かわまちづくり」支援制度
を設け、必要な河川管理施設の整備などを行うハード支援。河川空間へのイベント施設やオープンカフ
ェの設置等、地域のニーズに対応した多様な利用を可能とする「都市・地域再生等利用区域」の指定な
どのソフト支援を実施しています。 

 

・本件については国土交通本省においても記者発表しています。 
  http://www.mlit.go.jp/pressrelease.html 

・添付資料 

   別紙１ 位置図、別紙２－１～３ 計画の概要 

参 考 かわまちづくり支援制度の概要 

 

＜発表記者会：宮城県政記者会、東北電力記者会、東北専門記者会、山形県政記者クラブ＞ 

＜問い合わせ先＞ 

 国土交通省 東北地方整備局 河川部 電話：022-225-2171（代表） 

【No.1、No.2 の地区に関する問い合わせ】 

河川環境課 課   長 白戸
し ろ と

 孝
こ う

  （内線 3651） 

                建設専門官  木村
き む ら

 晃
あきら

  （内線 3652） 

【No.3 の地区に関する問い合わせ】 

          地域河川課  課   長  庄子
し ょ う じ

 克実
か つ み

（内線 3811） 

               課 長 補 佐  平舘
ひ ら だ て

 淳一
じゅんいち

（内線 3812） 

 

№ 登録箇所名 推進主体 
事業実施箇所 

備 考
県 名 市町村名 水系名 河川名 河川管理者 

１ 寒河江
さ が え

地区
ち く

 

かわまちづくり 
寒河江市 山形県 寒河江市 最上川 最上川

国土交通省 
東北地方整備局 
山形河川国道事務所 

別紙 2-1

２ 鶴岡市
つるおかし

赤川
あかがわ

 

かわまちづくり 
鶴岡市 山形県 鶴岡市 赤 川 赤 川

国土交通省 
東北地方整備局 
酒田河川国道事務所 

別紙 2-2

３ 最上
も が み

小国
お ぐ に

川
がわ

 

かわまちづくり 

最上小国川清流
もがみおぐにがわせいりゅう

未来振興機構
みらいしんこうきこう

 
山形県

最上町 
舟形町 

最上川
最上 
小国川

山形県 
最上総合支庁 

別紙 2-3



日本海

太平洋

赤川

最上川

子吉川

雄物川

米代川

岩木川

高瀬川

馬淵川

北上川

鳴瀬川

名取川

阿武隈川

１５

１４

２

１

４

５

９

１０

１３
７

６

１１

８

３

１２

１６

１７

１８

１９

青森県

岩手県

秋田県

宮城県
山形県

福島県

２０

凡例
登録済
新規

「かわまちづくり」計画登録箇所 【東北地方整備局管内】

別紙１

２１

２２山形県鶴岡市
鶴岡市赤川かわまちづくり
（直轄／赤川水系赤川）

新規

山形県寒河江市
寒河江地区かわまちづくり
（直轄／最上川水系最上川）

新規

山形県最上町、舟形町
最上小国川かわまちづくり
（補助／最上川水系最上小国川）

新規

２３

1 弘前
ひろさき

地区かわまちづくり （補助） 平成21年度

2 盛岡
もりおか

地区かわまちづくり （直轄） 平成21年度

3 鴇
と き

波
なみ

地区かわまちづくり （直轄） 平成21年度

4 秋田
あ き た

地区かわまちづくり （直轄） 平成21年度

5 大曲
おおまがり

地区かわまちづくり （直轄） 平成21年度

6 長井
な が い

地区かわまちづくり （直轄） 平成21年度

7 朝日
あ さ ひ

地区かわまちづくり （直轄） 平成21年度

8 福島
ふくしま

荒川
あらかわ

地区かわまちづくり （直轄） 平成21年度

9 清川
きよかわ

地区かわまちづくり （直轄） 平成22年度

10 河北
かほくちょう

町かわまちづくり （直轄） 平成22年度

11 本宮
もとみや

地区かわまちづくり （直轄） 平成22年度

12 塙町
はなわまち

かわまちづくり （補助） 平成22年度

13 須川
す か わ

かわまちづくり （直轄） 平成23年度

14 根下戸
ね げ と

地区かわまちづくり （直轄） 平成25年度

15 三川町
み かわ まち

かわまちづくり （直轄） 平成25年度

16 石巻
いしのまき

地区かわまちづくり （直轄） 平成25年度

17 閖上
ゆりあげ

地区かわまちづくり （直轄） 平成26年度

18 二ツ井
ふ た つ い

きみまち地区かわまちづくり（直轄） 平成28年度

19 田名部川
た な ぶ が わ

かわまちづくり （補助） 平成28年度

20 桑折
こ お り

地区かわまちづくり （直轄） 平成29年度

21 寒河江
さ が え

地区かわまちづくり （直轄） 平成30年度

22 鶴岡
 つるおか

市
し

赤川
あかがわ

かわまちづくり （直轄） 平成30年度

23 最上
も が み

小国
お ぐ に

川
がわ

かわまちづくり （補助） 平成30年度

No. 計画名称 （所管）  登録年度



２．ハード整備の内容
国土交通省 ： 河川管理用通路、高水敷整正 等
寒河江市 ： オープンデッキ、レンタサイクルステーション、案内看板、ベンチ、自由広場 等

凡 例

：歴史・文化的施設

：観光・レジャー施設

：小・中学校

：フットパス周辺資源

フットパスルート

：高瀬山と最上川のみち
：さくらと温泉のみち
：河畔の小みち
：大杉とビオトープのみち
：いにしえのみち
：さくらんぼと花のみち
：わらべ寺子屋のみち

寒河江地区かわまちづくり
計画範囲

最上川

「寒河江地区かわまちづくり」（山形県寒河江市）
さ が え ち く さ が え し

別紙２－１

対象河川 ： 一級河川 最上川水系最上川【国管理河川】

市町村名 ： 山形県寒河江市

推進主体 ： 寒河江市

もがみがわ もがみがわ

さ が え し

さ が え し

１．概要
寒河江市では、市民の憩いと交流の場である寒河江ＳＡ周辺、最上川ふるさと

総合公園、グリバーさがえや、寒河江駅周辺、南寒河江駅周辺等のまちなかを
中心に、イベントの開催等により各々の魅力を高めつつ、レンタサイクルステーショ
ンの整備等により、市内の観光・交流拠点の回遊性を高め、観光客の誘致に取り
組んでいます。
この取組を充実させるため、本計画では、市内を流れる最上川を活用し、散策路の整備によって周遊性を向上させ

るほか、最上川沿いにオープンデッキや自由広場等の整備によって、来訪者が集い、憩うことのできる親水空間の創
出を図ります。さらに、民間事業者にも参画を促し、河川空間を活用した地域の魅力の向上による観光振興の促進を
図ります。
国土交通省では、この取組に対し、必要な河川管理施設の整備のほか、河川空間において営利活動を実施する場

合には、河川敷地占用許可準則22条に基づく、都市・地域再生等利用区域の指定等の支援を実施していきます。

鶴市

山形県

最上川

◎山形市

赤川

寒河江市

位置図

※今後、工事実施のための詳細な設計等を実施することにより、実施内容を変更する場合があります。



２．ハード整備内容
国土交通省 ： 親水護岸、河川管理用通路、高水敷整正 等

鶴 岡 市 ： 園路、駐車場、案内看板、トイレ、広場、レンタサイクルポート 等

１．概要
鶴岡市では、生活拠点の集約によるコンパクトなまちづくりを進めるとともに、市固有の

歴史と文化を生かした良好な市街地の環境や街並み景観形成、まちなかの回遊機能
向上などにより、観光客の誘致に取り組んでいます。

鶴市

山形県

最上川

◎山形市

赤川

鶴岡市

位置図

鶴岡市赤川かわまちづくり
計画範囲

レンタサイクルポート

レンタサイクルポート

レンタサイクルポート

レンタサイクルポート

レンタサイクルポート

レンタサイクルポート

レンタサイクル
ポート

レンタサイクル
ポート

レンタサイクルポート

親水護岸（整備・利活用イメージ）
（護岸天端での小イベントの開催）

この取組を充実させるため、本計画では、生活拠点と隣接する赤川を活用し、
赤川沿川にある松ヶ岡開墾場や黒川能等の歴史的文化施設との回遊性を向上させる
レンタサイクルポートの整備、案内看板等の設置、自然と触れ合える親水施設の整備などにより、赤川沿いに周遊ネッ
トワークを構築し、市民や観光客を河川空間に誘導することで、地域の賑わいの創出を図ります。さらに、民間事業者
にも参画を促し、河川空間を活用した地域の魅力の向上による観光振興の促進を図ります。
国土交通省では、この取組に対し、必要な河川管理施設の整備のほか、河川空間において営利活動を実施する場

合には、河川敷地占用許可準則22条に基づく、都市・地域再生等利用区域の指定等の支援を実施していきます。

【まちとの繋がり】
○赤川を『自然レクリエーション拠点』とし、“まち”と“かわ“の拠点を
回遊できるサイン整備やレンタサイクル、観光モデルコースの設定
等により、かわとまちのネットワーク形成を図ります。

ま
ち

か
わ

ま
ち

回遊

見る

遊ぶ
交流

食・買

回遊

歴史拠点

食の拠点

自然レクリエーション
拠点

「鶴岡市赤川かわまちづくり」（山形県鶴岡市）
つ る お か し あ か が わ つ る お か し

別紙２－２

対象河川 ： 一級河川 赤川水系赤川【国管理河川】

市町村名 ： 山形県鶴岡市

推進主体 ： 鶴岡市

あかがわ

つるおかし

つるおかし

あかがわ

※今後、工事実施のための詳細な設計等を実施することにより、実施内容を変更する場合があります。



１．概 要
最上小国川清流未来振興機構では、最上小国川の治水対策による地域の安

全安心の確保、内水面漁業の振興等による産業振興及び地域資源を活用した
交流促進による観光振興により、最上小国川流域における地域づくりに取り組ん
でいます。

この取組を充実させるため、本計画では、親水護岸や高水敷の整備により、利便性の向上及び安全安心
な「鮎釣り」が出来る空間を創出することで、交流人口の増加を図ります。さらに「鮎釣り」により集まった来訪
者に対し、温泉施設や観光施設周辺の環境整備や自然へのふれあいを行える憩いの空間を創出し、観光
振興の促進を図ります。
河川管理者である山形県では、この取組に対し、必要な河川管理施設等の整備により支援を実施してい

きます。

２．整備内容
山形県 ： 親水護岸、坂路、管理用通路、高水敷整正、鮎の生息に配慮した河道整備 等
最上町・舟形町 ： 広場、植樹、案内板、遊歩道、サイクリングロード 等

最上町･舟形町

位 置 図
最上小国川

赤倉温泉

若あゆ温泉

最上町役場

大堀駅
鵜杉駅

長沢駅

南新庄駅

大堀温泉

←
大

横
川

至新庄市

至大蔵村

至尾花沢市

至尾花沢市

至加美町
鮭ウライ

漁

流域全体

－ かわまちづくり計画範囲

釣りをテーマとする交流
「親水」の空間の創出

凡 例
歴史・文化的施設
観光・レジャー施設
小・中学校

瀬見温泉

瀬見温泉駅

川の駅ヤナ茶屋もがみ

東長沢駅

舟形町役場

舟形駅

アユパーク舟形

瀬見
おもてなしゾーン

西ノ前遺跡公園
（縄文の女神）

最上駅

向町
イベントゾーン

舟形
イベントゾーン

立小路駅

赤倉温泉駅

至鳴子町

最上町立最上病院

「最上小国川かわまちづくり」（山形県最上町・舟形町）
も が み お ぐ に が わ も が み ま ち

別紙２－３
ふながたまち

対象河川 ： 一級河川 最上川水系最上小国川【県管理河川】

市町村名 ： 山形県最上郡 最上町・舟形町

推進主体 ： 最上小国川清流未来振興機構
(最上町、舟形町、小国川漁業協同組合及び山形県のほか
町内の地域振興に主体的に取り組む団体で構成）

もがみがわ もがみおぐにがわ

もがみまち ふながたまち

もがみおぐにがわせいりゅうみらいしんこうきこう

※今後、工事実施のための詳細な設計等を実施することにより、実施内容を変更する場合があります。

もがみぐん



かわまちづくり支援制度 ～良好なまち空間と水辺空間の形成～

河口から水源地まで様々な姿を見せる河川とそれに繋がるまちを活性化するため、地域の景観、歴史、文化
及び観光基盤などの「資源」や地域の創意に富んだ「知恵」を活かし、市町村、民間事業者及び地元住民と
河川管理者の連携の下、河川空間とまち空間が融合した良好な空間形成を目指します。

＜ソフト対策＞
優良事例等に関する情報提供のほか、河川敷の
イベント施設やオープンカフェの設置等、地域
のニーズに対応した河川敷地の多様な利用を可
能とする「都市・地域再生等利用区域」の指定
等を支援

＜ハード支援＞
治水上及び河川利用上の安全・安心に係る河川
管理施設の整備を通じ、まちづくりと一体と
なった水辺整備を支援

水辺のオープンカフェ
（那珂川/福岡市）

管理用通路をフットパスとして活用
（最上川/長井市）

【 支援制度による支援 】 【 申請に関する手続フロー 】

【 活用例 】

参 考

※民間事業者が計画の主体となった場合の流れ
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